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　議会だより200号記念おめ

でとうございます。

　難しい言葉が多いので、子

どもでもわかるように簡単な言葉や絵を増やし

たら読む人が増えると思います。これからも頑

張ってください。

　僕は議会だよりに町につい

てのクイズを入れたらいいと

思います。記事のページに秘

密の文字を入れて、ヒントを手がかりに見つけた

文字を組み合わせQRコードを利用して回答しま

す。先着順に合っていた人が景品をもらえるな

ど、遊びながら読むことが

できると楽しいと思います。

2024年度子ども議会　議長　
西　山　悠　稀 さん
　　　　　　（ニセコ中１年）

2024年度子ども議会　副議長　
マッケイ　瑠　生 さん
　　　　　　（ニセコ小５年）

  第１号のトピック第１号のトピック  
1973(昭和48)年５月15日発行　全８ページ1973(昭和48)年５月15日発行　全８ページ

・遠藤京作町長＋樫原伊織議長　・福田赳夫首相・遠藤京作町長＋樫原伊織議長　・福田赳夫首相

【議会だよりの発行にあたり】【議会だよりの発刊を祝う】

【議案】�ニセコ町振興公社からニセコ町土地開発公

社へ、ニセコ町総合計画の基本構想ほか

【一般質問】見出し「一般質問始まって以来の15名」

・企業誘致関連３件・商工購買センター運営・町民

運動場・ニセコ高校生徒数減少・土地買占め対策・

し尿処理組合・少数児童の教育対策・休耕田奨励

金・受精適期の若牛入牧・ニセコ登山道改良工事・

アンヌプリ観光化と水需対策・果木の記念樹・地籍

調査・近藤学校の水質・町道小花井線の道道化・複

式教育の効果・宮田地区５号線カーブでの交通事故

増・近藤、豊里連絡線工事・山林所有者の苗木助

成・保養センター無料70歳以上を65歳に・公営住宅

の補修計画・65歳以上の医療費無償化・バス停待

合所の除雪・教員住宅不足・給食センター職員を町

職員に・倶知安線の舗装化・畜産養豚業の見通し・

農業後継者の嫁不足・水道基本量の引上げ・農業者

への低利貸付・青少年犯罪対策・農村地域促進セ

ンターの利用・有線電話の混線・国保税が高い・町

道認定を・道道歩道側溝工事の自己負担・学校に簡

易プールを・採択した陳情案件

編集委員　　委員長　千葉祐一郎　

委員　日野浦敏雄　大越三郎　瀬戸常重　樫原伊織

  第第 100100 号のトピック号のトピック  
2000(平成12)年12月発行　全32ページ2000(平成12)年12月発行　全32ページ

・逢坂誠二町長＋成瀨勝弘議長　・森　喜朗首相・逢坂誠二町長＋成瀨勝弘議長　・森　喜朗首相

【行政報告】�介護保険制度の準備、優良田園都市住

宅建設促進計画、一般廃棄物最終処

分場ほか

【議案】補正予算、条例改正ほか

【意見書】５件採択　　

【道外所管事務調査】１市１町訪問調査

【一般質問】７議員11項目

・介護予防と今後の対策・ニセコ町総合情報システ

ム・公的交通機関確保・国旗・国歌・介護保険制度

実施・委託業務問題点・少子化対策基金・図書室移

設・バリアフリー・教育施設使用・町職員採用方針

編集委員　　委員長　髙橋富雄　

委員　松田裕子　一宮春雄　山上廣　成瀨勝弘

号号  発行記念発行記念
「議会だより」が創刊以来、今号で200号を迎えました。
創刊から約50年を超えます。ニセコ町議会の記録として、
時々の町政の課題について、議会での審議内容を町民の
みなさんにお知らせする役割を果たしてきました。
さらに内容を読みやすく充実させていきたいと思います。

（議員定数 18名） （議員定数 16名）
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　議会だより発刊200号、お

めでとうございます！

　いつも楽しく拝読し、町の

取り組みや議会の活動に親し

みを感じています。地域課題の解決に向けた新

しい技術が登場する時代においても、住民の思

いをくみ取り、温かな議論を重ねる議会の役割

はますます重要です。これからも、ニセコ町の

未来を切り拓くために、住民一人ひとりの声に

耳を傾け、地域の発展に向けたご活躍を心より

期待しています。議会の皆さまのさらなるご尽

力を応援しています。

景観研究会、たねから育てるニセコの森
レフコ　正　恵（曽我在住）

　「議会だより」第１号発行

にあたって、当時の議長樫原

伊織さんは、「…わずか年四

回の発行ではありますが、議

会の審議の状況、議員活動の経過などをお届け

し、議会と住民のつながりを深め、町政に対す

るご理解を高められ、明るい楽しい活力あるま

ちづくりに役立てていただきたいと祈願してお

ります。」と述べています。

　発行されてから52年の年月が流れ、ニセコ町

の課題も大きく変化しましたが、当時と相通じ

るテーマもあります。「議会だより」の役割は

まったく変わらず、より努力するべきテーマで

す。改めて誌面の改善に努めて参ります。

ご挨拶
� 議長　青　羽　雄　士

ご挨拶
� 議長　青　羽　雄　二

　「議会だより」が200号発

刊の歩みを刻まれてこられ

ましたことをお慶び申し上

げ、これまでご尽力いただい

てきた町議会議員のみなさまに心から敬意を表

します。

　日本国憲法が規定する地方自治を民主的に機

能させる根幹としてある議会が、主権者である

町民の皆さまの信託のもと、二元代表制の議決

機関としてその役割を最大限発揮され、今日の

ニセコ町を築く大きな原動力を果たしてこられ

ました。今後とも「議会だより」が、ニセコ町

まちづくり基本条例に掲げる情報共有推進の町

民に愛される広報誌として、継続拡充が図られ

ていきますようご期待を申し上げます。

お祝い
� 町長　片　山　健　也

議会だより議会だより200200
　200号発刊おめでとうござ

います。

　まちづくり基本条例の中に

住民自治の考え方が基礎とな

り、その先頭に立って行動される議員の皆様方

の活動を紹介する大事な伝達方法の一つである

と思います。

　今では様々な事を伝えるものとして紙とデジ

タルなものがあり、どちらも少しでも住民の皆

様に行政との橋渡しを伝えたいとの思いが詰ま

っています。どうすれば沢山の住民に読んでも

らえるか、常に問題にしながら今後も住民の代

表として活躍され、誌面を充実させて頂きたい

と願っております。

� （バイウェイ後志編集長　じゅうごばぁ代表）

元町議・議会だより編集委員
松　田　裕　子（近藤在住）
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決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

　 

榊
原
龍
弥
委
員
長
、
斉
藤
う
め

子
副
委
員
長
、
篠
原
正
男
委
員
、

木
下
裕
三
委
員
、
小
松
弘
幸
委

員
、
高
瀨
浩
樹
委
員
、
大
野
幹

哉
委
員
、
前
原
孝
植
委
員

Ｑ 

　
指
定
ご
み
袋
の
作
成
単
価
が

原
材
料
等
の
高
騰
に
よ
り
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

Ａ 

　
昨
今
の
石
油
価
格
や
電
気
代
、

人
件
費
等
の
高
騰
に
伴
い
、
令

和
３
年
頃
か
ら
値
上
が
り
し
始

め
た
。
契
約
の
仕
方
を
単
価
契

約
で
は
な
く
随
時
注
文
に
し
た

り
し
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら

劣
化
し
に
く
い
も
の
に
関
し
て

は
、
一
括
注
文
す
る
こ
と
に
よ

り
単
価
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

　 

　
素
材
の
見
直
し
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
の
表
現
を
海
外
の
方
に

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
変
え
た

り
、
検
討
を
進
め
た
い
。

Ｑ 

　
広
域
で
使
用
で
き
る
ご
み
袋

に
は
で
き
な
い
か
。

Ａ 
　
賛
否
両
論
あ
る
。
広
域
の
ご

み
の
協
議
会
は
倶
知
安
町
が
無

償
で
事
務
局
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
、
発
注
や
事
務
の
手
間

な
ど
を
考
え
る
と
難
し
い
と
思

う
。
首
長
レ
ベ
ル
の
会
議
で
検

討
し
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

　
中
央
倉
庫
群
の
今
後
の
方
向

性
は
。

Ａ 

　
令
和
５
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ッ
チ
ン
に
つ
い
て
は
希
望
事

業
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
実
績

は
な
い
。
施
設
利
用
者
数
の
減

も
飲
食
の
提
供
が
な
く
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
て
い

る
。
今
は
常
時
提
供
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
時
の
み
の
出
店
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
は
貸
館
利
用

者
が
増
加
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　 

　
令
和
７
年
３
月
に
は
現
指
定

管
理
者
が
任
期
満
了
と
な
る
が
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
チ

ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン
も
含
め
検

討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ 

　
作
文
指
導
文
集
「
ヌ
プ
リ
」

を
発
行
し
な
か
っ
た
事
由
は
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
（
抜
粋
）

　９月定例会で町から提出された令和５年度各会計決算の議案は決算特別委員会に付託され、12

月定例会において賛成多数で認定しました。

　一般会計の決算は歳入歳出ともに前年度とほぼ変わらずで、歳入は8795万２千円増の57億

2006万円、歳出は591万４千円減の54億3771万８千円、令和６年度に繰越すべき額を引いた実質

収支額は前年度並みの１億9837万２千円を確保しました。

令和5年度 決算認定

一般会計
歳入総額

57億2,006万円

町税 10億3795万8千円
（7677万1千円）

地方贈与税 5943万2千円
（45万9千円）

各種交付金 1億6004万7千円
（652万2千円 ）

地方特例交付金 214万1千円
（△18万7千円）

地方交付税 24億8805万0千円
（△1703万8千円）分担金及び負担金 2192万1千円

（△176万9千円）

使用料及び手数料 1億6225万9千円
（234万8千円）

国庫支出金 5億3632万2千円
（△580万円）

道支出金 2億7966万6千円
（△2573万2千円）

財産収入・寄付 1億2073万0千円
（604万1千円）

繰入金 億7877万7千円
（2986万5千円）

繰越金 1億8847万6千円
（34万4千円）

諸収入 1億6449万9千円
（△1140万4千円）

（ ）は令和4年度との比較町債 4億1978万2千円
（2753万2千円）

お金の使い方をチェックしました
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Ａ 

　
コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
に
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
と
き
、
文
集
作

成
の
指
導
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
編
さ
ん

を
し
て
い
た
教
育
研
究
会
の
後

志
ブ
ロ
ッ
ク
圏
で
の
活
動
も
制

限
さ
れ
た
り
し
た
流
れ
で
、
予

算
確
保
を
し
て
い
た
が
未
執
行

と
な
っ
た
。

　 

　
ま
た
、
国
語
の
学
習
指
導
要

領
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

必
ず
し
も
文
集
作
成
指
導
と
複

合
力
の
向
上
等
は
リ
ン
ク
し
て

い
な
い
。

Ｑ 

　
図
書
館
協
議
会
が
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
事
由
は
。

Ａ 

　
あ
そ
ぶ
っ
く
が
図
書
館
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
図
書
館
法
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
が
、
あ
そ
ぶ
っ
く
の
会

と
の
調
整
不
足
等
で
年
度
内
の

開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　 

　
図
書
館
協
議
会
は
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の

利
便
性
を
高
め
た
り
、
利
用
者

の
ご
意
見
を
反
映
す
る
場
な
の

で
、
早
い
段
階
で
実
施
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

＜特別会計の決算＞

特別会計 歳入決算額 歳出決算額 繰越すべき財源 実質収支額

国民健康保険事業 2億1,395万5千円 2億1,269万7千円 ― 125万8千円

後期高齢者医療 6,316万円 　　6,311万9千円 ― 　4万1千円

簡 易 水 道 事 業 7億383万5千円 6億8,599万7千円 ― 　1,783万8千円

公共下水道事業 2億8,085万7千円 2億6,704万8千円 ― 　1,380万9千円

　規模や人口が異なる自治体であっても、財政状況が

比較できるよう数値化したものです。

財政指標

実 質 赤 字 比 率 ―　（一般会計に赤字なし）

連 結 赤 字 比 率 ―　（全会計に赤字なし）

財 政 力 指 数 0.292 ( 人口・面積等に応じ、標準
的にかかるお金に対する自主的な
収入の比率で、1.0以下は基準支出
額に対して収入が不足）

実 質 収 支 比 率 6.2％（標準財政規模に対する実質
収支額の割合［3-5％が適正とされ
る］）

経 常 収 支 比 率 87.6％（人件費、扶助費、公債費の
ような毎年支出するものに充当す
る一般財源の割合［高いほど硬直
化している］）

実質公債費比率 4.2％（地方債返済額の割合［25％
以上で地方債発行が制限される］）

将 来 負 担 比 率 37.9％（借入金の残高などの標準的
な収入に対する割合［350％以上で
財政健全化計画を策定］）

資 金 不 足 比 率 ―　（公営企業会計で資金不足なし）

議会費 5192万7千円
（△494万9千円）

総務費 10億1080万7千円
（△1億8095万7千円）

民生費 8億3709万2千円
（△1612万3千円 ）

衛生費 5億7231万2千円
（1億304万4千円）

労働費 210万5千円（△2万6千円）農林水産業費 3億5548万1千円
（△263万円）

商工費 2億2971万1千円
（△8654万5千円）

土木費 7億9174万2千円
（1億3509万1千円）

消防費 1億7364万2千円
（14万8千円）

教育費 7億1182万3千円
（6922万3千円）

災害復旧費 1847万8千円
（△821万1千円）

公債費 6億8259万8千円
うち利息2078万9千円
（△1397万9千円）

一般会計
歳出総額

54億3,771万8千円

（ ）は令和4年度との比較
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【
条
例
の
目
的
】 

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

気
候
変
動
対
策
の
推
進
に
関
し
、

町
、
事
業
者
、
町
民
並
び
に
滞
在

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
気
候
変
動
対
策
の

推
進
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
発
展
と
良
好
な
環
境
の
継

承
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
制
定
。 

 

（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

PickUP

建築主に
エネルギー
評価の検討
（届出義務化）

　

第
７
回
臨
時
会
が
10
月
4
日
に
、
第
8
回
定
例
会
が

12
月
5
日
か
ら
13
日
ま
で
の
9
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
町
道
の
認
定
、
請
負
契
約
の
締
結
、
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
定
例
会
で
は
報
告
や
専
決

処
分
の
承
認
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
補
正
予
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
左
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

13
日
に
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
14
件
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
の
制
定
・
町
道
の
認
定
・
補
正
予
算
な
ど

24
案
件
を
可
決
、
承
認　
　
【
第
７
回
臨
時
会
・
第
８
回
定
例
会
】

⑴�

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
た
め
の
計
画
の
策
定 

・ 

ニ
セ
コ
町
気
候
非
常
事
態
宣

言
を
受
け
、
計
画
的
な
施
策

の
実
施
た
め
、
計
画
の
策
定

を
条
例
に
位
置
付
け 

⑵�

事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減 

・ 

事
業
活
動
に
お
い
て
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め

の
取
組
に
対
し
、
宿
泊
税
を

財
源
に
観
光
施
設
の
省
エ
ネ

改
修
の
推
進
な
ど
に
支
援
を

実
施 

⑶�

建
築
物
に
関
す
る
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減 

・ 

建
築
物
を
新
築
し
よ
う
と
す

る
建
築
主
に
対
し
、
建
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
に
関
す
る

評
価
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
の
導
入
を
検
討
し
、

結
果
の
届
出
を
義
務
付
け

⑷�

自
動
車
等
の
使
用
に
関
す
る

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減 

・ 

自
動
車
等
の
使
用
者
に
対
し
、

公
共
交
通
機
関
へ
の
利
用
転

換
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
抑
制
す
る
た
め
必
要
な
整

備
、
燃
費
の
向
上
に
資
す
る

適
切
な
運
転
に
努
め
る
よ
う

規
定
。

・ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量

が
よ
り
少
な
い
自
動
車
等
の

購
入
や
使
用
に
努
め
る
よ
う

規
定

 

⑸�

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報

の
提
供 

・ 

ニ
セ
コ
町
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
推
計
を
継
続
し
て

実
施
す
る
た
め
、
電
気
、
ガ
ス
、

石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
事
業
者
、
一
定
以
上
の
広

さ
の
建
物
所
有
事
業
者
に
対

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
建
物
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
に
関

す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定

令和２年７月 21日　

ニセコ町気候非常事態を宣言（片山町長）
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契
約
の
方
法

　
技
術
協
力
交
渉
方
式
（
随
意
契

約
）

契
約
金
額

　
20
億
７
８
７
５
万
８
千
円

契
約
の
相
手
方

　
泰
進
等
異
業
種
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体

　
　
　
代
表
者
　
㈱
泰
進
建
設

工
事
概
要

延
べ
面
積
　
３
０
８
５
㎡

構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
地
下
１
階
・
地
上
３
階

工
期
　 

２
０
２
４
年
10
月
4
日
～

２
０
２
６
年
3
月
18
日

PickUP

新ニセコ消防
庁舎建設工事

請負契約締結

第 8回定例会（会期 12月 5日～ 13日）　審議一覧
件　名 結果

ニセコ町選挙管理委員会委員及び補
充員の選挙について� p16参照

当　　選
【指名推薦】

所管事務調査の結果報告
（産業建設常任委員会）� p18-20参照

報告受理

令和５年度ニセコ町各会計歳入歳出決
算認定について（決算特別委員会）
 p３-４参照

認　　定

国土強靭化に資する社会資本整備等
に関する意見書案� p16参照

原案可決
【全会一致】

専決処分した事件の報告について
（和解及び損害賠償の額の決定について）

報告受理

専決処分した事件の承認について�
10月25日（令和６年度ニセコ町一般会
計補正予算）

承　　認

専決処分した事件の承認について　�
11月8日（令和６年度ニセコ町一般会計
補正予算）

承　　認

ニセコ町気候変動対策推進条例
 p５参照

原案可決
【全会一致】

ニセコ町子ども・子育て会議条例の一
部を改正する条例

原案可決
【賛成多数】

件　名 結果

重度心身障害者及びひとり親家庭等
医療費の助成に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決
【全会一致】

ニセコ町防災会議条例の一部を改正
する条例

原案可決
【全会一致】

令和６年度ニセコ町一般会計補正予算
原案可決

【全会一致】

令和６年度ニセコ町国民健康保険事業
特別会計補正予算

原案可決
【全会一致】

令和６年度ニセコ町後期高齢者医療特
別会計補正予算

原案可決
【全会一致】

ニセコ町議会議員の議員報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する
条例

原案可決
【全会一致】

特別職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決
【全会一致】

職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決
【全会一致】

（追加）　
令和６年度ニセコ町一般会計補正予算

原案可決
【全会一致】

第 7回臨時会（会期 10月 4日）　審議一覧
件　名 結果

専決処分した事件の承認について
（訴えの提起）

承　　認

専決処分した事件の承認について
（令和６年度一般会計補正予算）

承　　認

専決処分した事件の承認について
（令和６年度一般会計補正予算）

承　　認

件　名 結果

請負契約の締結について
（新ニセコ消防庁舎建設工事）� P６参照

原案可決
【全会一致】

ニセコ町道路線の認定について
（東山三号線）

原案可決
【全会一致】

令和６年度ニセコ町一般会計補正予算
原案可決

【全会一致】
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 補正予算の審議 
　

第
７
回
臨
時
会
で
は
専
決
処
分
２
件
を
含
む
１
，
９
２

３
万
5
千
円
を
増
額
、
第
８
回
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分

２
件
を
含
む
７
，
３
０
１
万
４
千
円
を
増
額
す
る
令
和
６

年
度
（
２
０
２
４
年
）
一
般
会
計
補
正
予
算
、
そ
の
ほ
か

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
補
正
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
増
額
、
町
道
の
維
持
補
修
費
、

農
業
用
共
同
施
設
整
備
事
業
、
ス
キ
ー
授

業
補
助
指
導
員
の
謝
礼
な
ど
を
可
決

　
【
第
７
回
臨
時
会
、
第
８
回
定
例
会
】

会計区分 当初予算額 現計予算額 補正後予算額

一 般 66億9,000万円 73億1,419万4千円 74億644万3千円

国民健康保険事業 2億1,300万円 同　左 2億1,319万円

後期高齢者医療 6,960万円 同　左 7,310万円

合 計 69億7,260万円 75億9,679万4千円 76億9,273万3千円

【
一
般
会
計
歳
入
】

地
方
交
付
税

 

３
２
０
９
万
１
千
円

国
庫
支
出
金

 

８
０
３
万
４
千
円

　
児
童
手
当
負
担
金
ほ
か

道
支
出
金

 

１
２
８
２
万
８
千
円

　 

児
童
手
当
負
担
金
・
地
域
づ
く

り
交
付
金
、
選
挙
執
行
事
務
委

託
金

寄
付
金

 

１
２
０
万
円

繰
越
金

 

３
３
９
万
３
千
円
円

【
一
般
会
計
歳
出
】

児
童
手
当 

１
０
２
０
万
円

　 

児
童
手
当
法
改
正
に
伴
う
増
額

町
道
の
維
持
管
理
費

 

２
０
０
万
円

　 

側
溝
土
砂
撤
去
、
舗
装
道
路
の
補
修

農
業
用
共
同
施
設
整
備
事
業
補
助

 
 

５
４
０
万
円

　 

曽
我
畑
作
機
械
利
用
組
合
集
荷
施
設
建

設
費
に
対
す
る
間
接
補
助

ス
キ
ー
指
導
員
謝
礼

 

23
万
１
千
円

　 

小
学
校
ス
キ
ー
授
業
に
お
け
る
補
助
ス

キ
ー
指
導
員
の
謝
礼

臨
時
特
別
給
付
金

 

３
６
７
万
円

　 

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
実
績
に

伴
う
増
額

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
事
業

 

１
５
２
７
万
円

　 

ふ
る
さ
と
納
税
予
定
額
が
当
初
予
算
を

上
回
る
こ
と
に
よ
る
返
礼
品
等
の
補
正

ニ
セ
コ
生
活
の
家
補
助
金

 

38
万
円

　 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
修
理

ニ
セ
コ
ハ
イ
ツ
設
備
更
新
補
助
金

 

１
０
２
万
円

　 

介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
更
新
費
補
助

初心者向けのスキー教室の様子（2023年度冬）



8 PB� ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行

議員の日常活動と調査、住民の声や自身の考えをもとに

町長・教育長に方針を問います。

要約文章・掲載写真は各議員が編集をしています。 一 般 質 問
町政を問う！

ｐ９	 小松弘幸　議員　
　　・猟友会の報酬等と鳥獣対策について

ｐ９-12	 前原孝植　議員　
　　・にこっとBUS（デマンドバス）運行について

　　・ギフトカード配布事業について

　　・ニセコ小学校自家消費型太陽光発電設計等業務委託について

　　・ニセコ高校改革について

　　・執行部の人事運営と課題について

　　・元職員からの公益通報について

ｐ12-13	 高木直良　議員　
　　・こども子育て施策の充実について

　　・	コミュニティセンターの指定管理契約(協定)内容の見直しについて

ｐ13-14	 斉藤うめ子　議員　
　　・介護保険制度利用の現状と課題は

　　・多世代が交流できる居場所づくりを

　　・旧でんぷん工場内にあるキッチンの活用について

ｐ15	 篠原正男　議員　
　　・高齢な方や身体の不自由な方への生活支援について

　　・適正な文書管理について

議会動画は議会動画は
こちらからこちらから

議会では「定例会（年４回　会期１週間程度）」「臨時会（随
時　会期１日程度）」を開催しています。
傍聴を希望される方は会議の開催日などをニセコ町のホ
ームページでご確認いただき、ニセコ町役場３階の町民
ホールへお越しください。
１階の展示ホールのテレビでも中継ライヴを見ることが
できます。
（２月中旬に臨時会、３月上旬に定例会を予定しています。）

議会を傍聴しませんか

配信されている映像及び音声は公式記録ではありません。公式記録は会議録をご覧ください。
（映像配信期間はおおむね２年間）

注意事項注意事項
1．YouTube映像の著作権はニセコ町議会に帰属し、許可なく音声や映像の切り抜き又は転載をしないようお願いします。
2．映像が正常に視聴できない、視聴により何らかの損害が生じた場合など、ニセコ町議会は一切責任を負いません。
3．�画面上に表示される企業広告は、ニセコ町議会とは一切関係ありませんのでご注意ください。また、広告によるいか
なる理由での損害についてニセコ町議会は責任を負いません。

4．�インターネット回線の状況やYouTube社のサーバー負荷、その他視聴者のPC環境により、映像が途切れる、または
停止するなど正常に視聴できないことがありますのでご了承願います。

5．�パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信業者から高額な料金請求がくる場合がありますので特にご
注意ください。

ニセコ町議会 － YouTube 録画配信中！
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小松 弘幸 議員

Ｑ　

倶
知
安
支
部
は
七
市

町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
や
他
町
村
の
報

奨
金
等
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
町
長　

捕
獲
に
対
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
一
頭
当

た
り
鹿
は
七
千
円
か
ら
二

万
円
、
ア
ラ
イ
グ
マ
・
タ

ヌ
キ
は
千
円
か
ら
七
千
五

百
円
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
は
一
日
三
千
円
か
ら

一
万
円
、
年
間
で
あ
れ
ば

六
万
円
か
ら
十
万
円
で
設

定
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
農
業
被
害
に

対
し
、
猟
友
会
に
駆
除
を

委
託
し
て
い
る
。
熊
は
別

途
報
償
費
と
し
て
予
算
を

確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

特
に
カ
ラ
ス
被
害
の
多
い

別
太
地
区
に
お
い
て
は
、

大
型
の
箱
わ
な
に
よ
る
捕

獲
業
務
を
業
者
へ
委
託
し

て
い
る
。

Ｑ　

駆
除
用
の
ハ
ー
フ
ラ

イ
フ
ル
銃
は
単
弾
を
使
用

す
る
が
、
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
。
ま
た
、
わ
な
猟

の
割
合
が
高
く
、
毎
日
見

回
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
実
情
だ
。
パ
ト
ロ

ー
ル
を
含
め
て
駆
除
報
酬

を
見
直
し
、
増
額
で
き
な

い
か
。

Ａ
農
政
課
長　

後
志
地
区

は
鹿
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

の
捕
獲
依
頼
の
増
加
に
伴

い
、
見
回
り
の
回
数
が
増

え
て
い
る
。
今
後
も
猟
友

会
と
話
合
い
を
行
う
。

Ｑ　

電
気
柵
の
補
助
は
年

に
一
回
で
、
上
限
は
十
万

円
。
農
業
者
負
担
が
大
き

過
ぎ
る
。
少
し
で
も
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、

補
助
額
や
補
助
率
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
農
政
課
長　

ア
ラ
イ
グ

マ
と
鹿
で
は
防
御
す
る
機

材
の
値
段
が
倍
以
上
違
う
。

資
材
高
騰
に
対
応
し
た
い
。

Ａ
町
長　

猟
友
会
の
献
身

的
な
御
尽
力
で
出
動
回
数

も
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
。

委
託
費
に
つ
い
て
は
猟
友

会
の
皆
さ
ん
と
す
り
合
わ

せ
を
し
て
決
定
し
た
い
。

電
気
柵
に
つ
い
て
も
増
額

す
る
方
向
で
、
予
算
査
定

に
臨
み
た
い
。

駆
除
報
酬
を
見
直
し
増

額
で
き
な
い
か

Q
猟
友
会
と
話
合
い
を
行

い
電
気
柵
も
増
額
す
る

A

鹿よけの電気柵（太陽光パネル利用）

前原 孝植 議員

に
こ
っ
と
バ
ス
運
用
の

Ａ
Ｉ
導
入
へ
の
課
題
は

Q
よ
り
有
効
に
運
行
を
活

用
す
る

A Ｑ　

に
こ
っ
と
バ
ス
を
町

民
限
定
に
す
る
こ
と
は
可

能
か
。
費
用
面
は
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
Ａ
Ｉ
配
車

の
具
体
的
内
容
と
予
算
は

伺
う
。

Ａ
町
長　

に
こ
っ
と
バ
ス

を
町
民
に
限
定
す
る
こ
と

は
制
度
上
可
能
。
現
在
２

台
で
年
間
３
４
０
０
万
円

か
か
っ
て
お
り
、
８
割
を

特
別
交
付
税
で
賄
っ
て
い

る
。
一
台
増
車
に
は
１
１
５

０
万
円
が
必
要
だ
。
冬
季

は
観
光
業
従
事
者
の
利
用

が
多
く
、
町
民
が
乗
り
づ

ら
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

Ｑ　

Ａ
Ｉ
予
約
シ
ス
テ
ム

導
入
で
到
着
が
遅
れ
る
の

で
は
と
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
対
策
は
あ
る
か
。

Ａ
町
長　

15
分
程
度
の
幅

を
設
け
て
近
い
予
約
を
ま

と
め
、
乗
車
率
を
高
め
る

方
針
だ
。
今
は
電
話
対
応

の
み
だ
が
、
来
年
３
月
か

ら
は
ウ
ェ
ブ
予
約
対
応
へ

切
り
替
え
る
予
定
で
、
導

入
費
１
２
２
０
万
円
は
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援

交
付
金
を
活
用
す
る
。
令

和
３
年
頃
は
利
用
者
が
１

万
２
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

現
在
は
８
～
９
千
人
に
減

少
し
て
い
る
。
福
祉
面
を

重
視
し
な
が
ら
運
行
効
率

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ　

Ａ
Ｉ
配
車
の
具
体
的

な
仕
組
み
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
詳
し
く
伺
う
。

Ａ
副
町
長　

予
約
時
間
帯

に
余
裕
を
設
け
る
こ
と
で
、

近
い
場
所
や
同
時
刻
帯
の

利
用
者
を
一
括
で
拾
い
上

げ
る
。
多
く
の
自
治
体
で

実
績
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の
予
約

情
報
を
Ａ
Ｉ
が
解
析
し
て

最
適
な
経
路
を
は
じ
き
出

す
。
タ
ク
シ
ー
的
な
利
用

形
態
を
抑
制
し
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
に
乗
合
い
運

行
を
促
進
す
る
狙
い
だ
。
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一般質問

Ｑ　

ニ
セ
コ
小
学
校
の
エ

ア
コ
ン
導
入
に
伴
う
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
変
電
設
備
設
置

を
め
ぐ
り
、
総
額
９
９
０

万
円
（
最
終
契
約
額
は
９

４
０
万
５
千
円
）
も
の
業

務
委
託
と
な
っ
た
理
由
は
。

太
陽
光
発
電
や
断
熱
改
修

も
含
め
た
大
規
模
設
計
は

必
要
な
の
か
。

Ａ
教
育
長
、
今
回
の
検
討

は
受
電
設
備
強
化
だ
け
で

な
く
、
太
陽
光
発
電
や
断

熱
改
修
に
よ
る
省
エ
ネ
効

果
を
総
合
的
に
調
査
設
計

す
る
た
め
だ
。
夏
場
の
電

力
消
費
を
抑
え
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

学
校
設
備
へ
の
エ
ア
コ
ン

増
設
を
進
め
る
中
で
、
電

気
の
最
大
使
用
量
を
下
げ

る
工
夫
や
将
来
的
な
環
境

負
荷
低
減
を
目
指
し
て
お

り
、
段
階
的
な
整
備
方
針

を
提
案
し
て
も
ら
う
。

Ｑ　

最
終
的
な
事
業
費
が

把
握
で
き
な
い
ま
ま
発
注

し
、
随
意
契
約
を
選
択
し

た
根
拠
は
何
か
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
上
限

に
合
わ
せ
た
金
額
設
定
で

は
な
い
か
。

Ａ
総
合
教
育
課
長　

費
用

対
効
果
を
見
極
め
、
必
要

性
に
合
わ
な
い
改
修
は
行

わ
な
い
方
針
だ
。
契
約
は

ニ
セ
コ
小
学
校
の
電
気
設

備
の
状
況
に
精
通
し
、
町

内
で
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
実
績
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
㈱
ニ
セ
コ
ま
ち
へ
の

随
意
契
約
と
し
た
。

　

当
初
見
積
り
額
は
９
９

０
万
円
だ
っ
た
が
、
見
積

り
合
わ
せ
を
経
て
最
終
的

に
９
４
０
万
５
千
円
で
契

約
し
て
い
る
。
補
助
制
度

の
活
用
も
検
討
し
つ
つ
、

最
大
電
力
を
抑
制
し
、
将

来
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

向
上
に
取
り
組
む
。

ニセコ小学校設備改
修費に関する疑問
� 前原�孝植�議員

Q

必要性に合わない改
修は行わない方針だA

Ｑ　

前
年
度
の
紙
配
布
の

経
費
は
約
１
７
０
万
円
で

済
ん
だ
が
、
今
年
度
は
一

社
随
意
契
約
で
約
７
０
０

万
円
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
経
費

が
膨
ら
ん
だ
の
か
。

Ａ
町
長　

地
域
通
貨
基
盤

の
整
備
を
優
先
し
、
電
子

決
済
の
利
便
性
を
高
め
た

い
。
カ
ー
ド
一
枚
の
印
刷

費
は
30
円
と
安
価
だ
が
、

シ
ス
テ
ム
使
用
料
や
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
費
用
な

ど
が
加
わ
っ
た
経
費
だ
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
紙
配

布
よ
り
事
務
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
、
利
用
実
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で

き
る
。

Ｑ　

紙
を
望
む
町
民
も
い

る
し
、
赤
字
決
算
の
業
者

と
の
契
約
に
は
不
安
が
あ

る
。

Ａ
町
長　

紙
配
布
に
比
べ

て
費
用
が
増
す
と
の
意
見

は
理
解
し
て
い
る
が
、
24

時
間
対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
や
導
入
店
舗
の
拡
大

を
考
え
る
と
、
将
来
的
に

は
利
便
性
が
上
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　

契
約
に
関
し
て
は
、
地

方
自
治
法
施
行
令
１
６
７

条
の
２
第
１
項
第
２
号
に

基
づ
き
、
入
札
資
格
を
満

た
す
事
業
者
と
随
意
契
約

を
結
ん
だ
の
で
問
題
な
い
。

　

観
光
客
な
ど
多
様
な
利

用
者
を
想
定
し
、
地
域
通

貨
と
し
て
の
展
開
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

観
光
客
へ
の
利
便
性
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
町
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
し
、

今
後
の
給
付
事
業
に
も
迅

速
に
対
応
で
き
る
基
盤
が

整
う
と
期
待
し
て
い
る
。

　

住
民
の
皆
様
の
混
乱
を

最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、

便
利
な
仕
組
み
へ
移
行
し

て
い
き
た
い
。

利用可能期間は２月16 日までです

ギフトカード配布事
業について
� 前原�孝植�議員

Q

地域通貨としての展開
も視野に入れているA

ニセコ小学校
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Ｑ　

経
験
豊
富
な
職
員
の

離
職
増
や
課
長
級
職
員
の

頻
繁
な
異
動
に
よ
る
引
継

ぎ
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
３
～
５
年

の
離
職
者
数
と
、
課
長
級

が
１
年
以
内
に
異
動
し
た

事
例
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
。

Ａ
町
長　

正
職
員
の
退
職

は
令
和
３
年
が
４
名
（
定

年
３
名
）、
４
年
が
５
名

（
同
２
名
）、
５
年
が
２

名
（
同
０
名
）。
課
長
級

の
１
年
以
内
異
動
は
各
年

度
２
名
、
３
年
間
合
計
６

名
で
、
退
職
や
再
任
用
制

度
の
影
響
も
含
ま
れ
て
い

る
。

Ｑ　

中
に
は
４
年
間
連
続

で
課
長
職
が
変
わ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
聞
く
。
本
人

に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
も
受
け

取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
町
長　

再
任
用
者
を
管

理
職
に
登
用
す
る
の
は
、

長
年
の
経
験
を
生
か
す
た

め
。
悪
意
で
頻
繁
に
異
動

さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
職

員
本
人
の
希
望
や
組
織
上

の
都
合
を
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
と
し
て
、
回
数

が
増
え
る
場
合
も
あ
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
意
図
は

全
く
な
い
が
、
引
継
ぎ
不

足
へ
の
対
応
を
強
化
し
、

職
員
や
議
員
が
困
ら
な
い

よ
う
今
後
も
丁
寧
な
説
明

と
業
務
の
連
携
に
努
め
る
。

町役場の頻繁な課長
異動の実情
� 前原�孝植�議員

Q

適宜適切に人事異動
をしているA

ニセコ高校改革の費
用と進め方について
� 前原�孝植�議員

Q

補助金や寮費収入で
町負担を軽減するA

Ｑ　

寄
宿
舎
建
設
や
校
舎

改
修
な
ど
大
規
模
投
資
が

見
込
ま
れ
る
中
、
全
体
費

用
が
不
透
明
な
ま
ま
進
行

し
て
い
る
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　

保
護
者
負
担
の
増
加
や

給
食
提
供
廃
止
が
検
討
さ

れ
る
ほ
か
、
議
会
と
し
て

も
予
算
可
否
判
断
の
根
拠

を
求
め
て
い
る
が
、
具
体

策
は
あ
る
の
か
。　

Ａ
教
育
長
、「
寄
宿
舎
は

基
本
設
計
ベ
ー
ス
で
約
12

億
円
と
見
込
み
、
補
助
金

や
寮
費
収
入
で
町
負
担
を

軽
減
す
る
方
針
だ
。

　

全
日
制
化
に
伴
い
入
学

金
・
授
業
料
は
増
加
す
る

が
、
経
済
的
に
厳
し
い
世

帯
へ
の
補
助
制
度
も
検
討

中
。
給
食
は
調
理
可
能
数

を
超
え
る
た
め
、
継
続
は

難
し
い
の
で
パ
ン
販
売
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

計
画
し
て
お
り
、
保
護
者

の
負
担
増
を
最
小
限
に
抑

え
る
。
ま
た
、
寮
費
の
設

定
も
他
自
治
体
の
事
例
を

踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
て

い
る
。

Ｑ　

将
来
的
な
修
繕
費
や

借
金
返
済
が
膨
張
す
れ
ば

財
政
を
圧
迫
し
、
安
定
運

営
が
困
難
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
議
会
と
し
て
は

詳
細
な
費
用
が
示
さ
れ
な

い
と
審
査
が
難
し
い
。
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

Ａ
教
育
長　

新
寮
建
設
費

は
12
億
円
で
備
品
費
も
含

む
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
を
活
用
し
経
費
削
減

を
図
る
方
針
だ
。

Ａ
町
長　

調
査
を
し
な
い

と
最
終
的
に
ど
の
く
ら
い

の
規
模
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
調
査
の
経
費

は
無
駄
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

地
方
交
付
税
制
度
を
含

め
地
方
財
政
は
分
か
り
づ

ら
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

過
疎
地
に
お
い
て
は
税
収

の
な
い
分
国
の
補
助
制
度

を
使
っ
て
財
政
を
回
す
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

ニセコ高等学校

職場環境（イメージ）
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一般質問

高木 直良 議員

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
予
算
化
を

Q
実
施
に
向
け
て
検
討
す

る
A Ｑ　

次
年
度
予
算
で
以
下

４
項
目
実
現
を
求
め
る
。

①
２
子
以
降
の
無
償
化
に

続
い
て
、
６
月
議
会
で
陳

情
採
択
し
た
給
食
費
の
完

全
無
償
化
実
施
を
。

Ａ
町
長　

国
の
本
年
６
月

に
行
な
っ
た
学
校
給
食
の

実
態
調
査
結
果
に
よ
る
と

全
国
で
約
３
割
の
自
治
体

が
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
の
完
全
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
。
実
施
に
は

１
７
９
３
万
円
必
要
だ
が
、

予
算
編
成
の
中
で
実
施
の

有
無
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

②
国
民
健
康
保
険
税
、

18
歳
未
満
の
均
等
割
の
軽

減
を
拡
大
し
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
。

Ａ
町
長　

国
民
健
康
保
険

基
金
を
活
用
し
、
高
校
生

ま
で
独
自
に
全
額
を
軽
減

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
課
税
情
報
算
出
シ
ス

テ
ム
改
修
や
、
調
整
課
題

解
決
が
で
き
た
ら
軽
減
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

③
第
３
期
ニ
セ
コ
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
に
際
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
要
望

の
多
い
病
児
保
育
の
実
現

を
。

Ａ
町
長　

国
の
実
施
要
件

に
よ
り
、
保
育
士
の
加
配

や
看
護
師
の
常
駐
、
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
。

Ａ
こ
ど
も
未
来
課
長　

フ

ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の
一
環
と

し
て
の
実
施
に
向
け
、
空

き
施
設
の
管
理
者
・
所
有

者
と
も
折
衝
し
て
い
る
。

Ｑ　

④
同
じ
く
強
い
要
望

の
あ
る
「
ち
び
っ
こ
広

場
」
に
猛
暑
の
健
康
対
策

と
も
な
る
水
遊
び
場
の
実

現
を
。

Ａ
町
長　

市
街
地
に
供
給

す
る
水
道
水
量
に
若
干
の

不
安
が
あ
る
こ
と
で
現
時

点
ま
で
伸
び
て
い
る
。

Ｑ　

実
施
設
計
は
終
わ
っ

て
い
る
。
水
供
給
の
不
安

は
分
か
る
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
あ
る
か
。

Ａ
都
市
建
設
課
長　

な
る

べ
く
早
く
対
応
す
る
。

ちびっこ広場

元職員からの公益通
報の議事録開示を
� 前原�孝植�議員

Q

議事録はプライバシー
保護のため非公開A

Ｑ　

元
職
員
が
副
町
長
へ

公
益
通
報
を
行
っ
た
件
に

つ
い
て
、
町
長
が
そ
の
内

容
を
い
つ
把
握
し
た
の
か
。

賞
罰
委
員
会
は
実
際
に
い

つ
開
催
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
管
理
職
が
昼
休
憩
を

一
時
間
以
上
常
習
的
に
取

っ
た
り
、
公
務
中
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
す
る
職
務
専
念
義

務
違
反
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
処
分
は
行
わ
れ
た
の

か
も
確
認
し
た
い
。

Ａ
町
長　

通
報
は
翌
日
に

副
町
長
か
ら
報
告
を
受
け

た
が
、
弁
護
士
と
確
認
し

た
結
果
、
公
益
通
報
者
保

護
法
の
対
象
に
は
該
当
し

な
い
と
判
断
し
た
。

　

し
か
し
、
服
務
規
程
違

反
の
疑
い
が
あ
る
た
め
、

３
月
と
４
月
に
賞
罰
委
員

会
を
二
度
開
催
し
、
該
当

者
へ
聞
き
取
り
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
明
確
な
専
念

義
務
違
反
で
は
な
い
が
誤

解
を
招
く
行
為
が
あ
っ
た

と
し
て
注
意
を
行
っ
た
。

私
か
ら
も
改
め
て
職
員
へ

の
服
務
行
為
の
徹
底
を
指

示
す
る
。

Ｑ　

通
報
者
保
護
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
賞
罰
委
員
会
の

議
事
録
開
示
は
可
能
か
。

再
発
防
止
策
も
含
め
て
伺

う

Ａ
副
町
長　

今
回
の
事
案

は
公
益
通
報
者
保
護
法
の

対
象
外
だ
が
、
通
報
者
へ

の
不
利
益
扱
い
は
一
切
な

く
、
双
方
の
個
人
情
報
も

厳
格
に
守
っ
て
い
る
。
議

事
録
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
非
公
開
と
し
た
。

昼
休
憩
延
長
や
公
務
中
の

ス
マ
ホ
使
用
へ
の
指
摘
に

つ
い
て
は
十
分
に
事
情
を

確
認
し
、
誤
解
を
招
か
な

い
よ
う
服
務
規
律
を
一
層

徹
底
す
る
。

ニセコ町役場庁舎



14 13� ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行

コミュニティセンター
の協定内容の見直しを
� 高木�直良�議員

Q

個別の事情を把握し
応援したいA

Ｑ　

あ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
屋

根
形
状
や
敷
地
形
状
の
た

め
冬
季
の
屋
根
の
雪
下
ろ

し
や
下
回
り
の
除
雪
に
10

数
万
円
の
経
費
が
か
か
り
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
振
興
会
費
の
値
上
げ

は
で
き
な
い
。
協
定
書
の

費
用
負
担
条
項
の
見
直
し

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

Ａ
町
長　

現
在
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
業
務
の
協
定
は
、

地
域
と
町
の
経
費
負
担
区

分
で
、
除
雪
に
関
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
指
定
管
理

者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
除

雪
な
ど
の
管
理
に
多
大
な

負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

Ｑ　

振
興
会
費
の
予
算
額

が
年
間
で
約
44
万
円
の
う

ち
の
12
万
円
が
屋
根
の
雪

下
ろ
し
に
か
か
り
、
周
り

の
除
雪
も
あ
り
、
全
体
で

除
雪
だ
け
で
20
万
円
以
上

か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

振
興
会
に
よ
っ
て
は
重
機

を
持
っ
て
い
る
方
が
、
本

当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や

っ
て
く
れ
て
い
る
状
況
も

あ
る
。

Ａ
町
民
生
活
課
長　

地
域

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
個

別
に
対
応
す
る
こ
と
で
考

え
て
い
る
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
の
協
定

文
書
、
振
興
会
設
置
条
例

文
言
の
修
正
、
見
直
し
、

別
表
の
修
正
も
含
ん
で
や

る
考
え
が
あ
る
か
。

Ａ
町
長　

管
理
の
要
綱
自

体
は
当
面
現
在
の
ま
ま
の

協
定
の
形
で
進
め
た
い
。

Ｑ　

今
年
度
予
算
書
の
地

域
自
治
振
興
交
付
金
が
３

２
９
万
円
。
一
団
体
が
年

間
５
万
８
千
円
ぐ
ら
い
の

補
助
だ
が
、
ア
ッ
プ
す
る

検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
町
長　

地
域
事
情
に
応

じ
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関

す
し
て
は
、
個
別
の
事
情

を
把
握
し
応
援
し
た
い
。 元町地域コミュニティセンター

斉藤 うめ子 議員

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
で
は
介
護

保
険
制
度
が
適
切
に
運
用

さ
れ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

Ａ
町
長　

現
在
、
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

し
て
い
る
世
帯
へ
の
対
応

は
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
介
護
員

の
新
規
採
用
が
大
変
厳
し

い
状
態
に
あ
り
、
人
材
募

集
の
周
知
や
人
材
採
用
に

係
る
経
費
高
騰
に
対
す
る

支
援
を
今
後
と
も
強
化
し

た
い
。

Ｑ　

現
在
ニ
セ
コ
町
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
１
４

０
５
人
、
介
護
認
定
者
は

２
６
７
人
、
内
75
歳
以
上

は
２
３
８
人
、
74
歳
以
下

が
29
人
。
介
護
保
険
の
必

要
な
当
事
者
に
は
、
こ
の

制
度
の
利
用
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
方
が
相
当

数
い
る
よ
う
だ
。
保
険
あ

っ
て
介
護
な
し
で
は
困
る
。

Ａ
保
健
福
祉
課
長　

介
護

保
険
制
度
は
要
介
護
度
を

判
定
し
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
介
護
保
険
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
保
健
師
等
が
情
報
を

受
け
て
様
子
を
見
に
行
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
認
定
を
受

け
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
。

高
齢
単
身
者
の
方
に
は
担

当
機
関
と
の
協
力
・
民
生

委
員
等
の
情
報
も
受
け
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
町
長　

後
志
広
域
連
合

が
後
志
全
体
で
計
画
を
立

て
、
い
ろ
ん
な
プ
ラ
ン
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
の
高
齢
化

率
は
27
％
で
１
４
０
５
人

と
あ
る
。
な
ぜ
高
齢
化
率

27
％
な
の
か
。
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

う
言
う
高
齢
者
が
増
え
て

ほ
し
い
が
何
か
対
策
は
。

Ａ
副
町
長　

小
さ
な
自
治

体
で
は
高
齢
者
さ
え
も
減

少
し
て
い
る
中
で
、
ニ
セ

コ
町
は
高
齢
者
人
口
が
増

え
て
い
る
の
が
実
態
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
傾
向
に
あ
る
の
で
、
広

域
で
の
連
携
等
を
通
じ
て

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
補
完

を
し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
制
度
利
用
の

現
状
と
課
題

Q
広
域
連
合
が
計
画
中
の
プ
ラ
ン

や
関
係
機
関
と
の
連
携
で
対
応

A
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一般質問

Ｑ　

２
０
１
６
年
、
中
央

倉
庫
群
は
ニ
セ
コ
町
の
歴

史
遺
産
と
し
て
、
地
域
住

民
や
観
光
客
が
集
う
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
改

修
さ
れ
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

旧
で
ん
ぷ
ん
工
場
内
に

は
営
業
を
想
定
し
た
キ
ッ

チ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
が
断
続
的
で
短
期
的
、

経
営
者
の
交
代
な
ど
安
定

し
て
い
な
い
の
は
ど
こ
に

問
題
が
あ
る
の
か
。
い
つ

行
っ
て
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
飲
食
の
提
供
を
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
る
。

Ａ
町
長　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
方
が
12
月
か
ら
カ

フ
ェ
を
週
２
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。
指
定
管
理
者
の
意

向
を
聞
き
、
キ
ッ
チ
ン
の

有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
今
後
と
も
相
談
し
て
い

き
た
い
。　

Ｑ　

キ
ッ
チ
ン
設
置
の
目

的
は
常
設
的
な
飲
食
を
提

供
で
き
る
営
業
用
キ
ッ
チ

ン
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
初

め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
う
。
な
ぜ
中
途
半
端
な

キ
ッ
チ
ン
を
設
置
し
た
の

か
。

Ａ
消
防
庁
舎
整
備
室
長　

整
備
に
あ
た
り
、
利
用
者

が
集
っ
て
楽
し
め
る
空
間

と
し
て
、
簡
単
な
軽
食
や

カ
フ
ェ
程
度
を
提
供
で
き

る
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

し
た
。
本
格
的
な
キ
ッ
チ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
た
も

の
で
は
な
い
。

Ａ
町
長　

も
と
も
と
営
業

ベ
ー
ス
の
発
想
は
な
か
っ

た
。

Ｑ　

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
な

り
、
時
代
と
共
に
要
望
も

変
わ
っ
て
く
る
。
よ
り
良

い
キ
ッ
チ
ン
の
設
置
に
は

予
算
も
か
か
る
の
で
、
話

し
合
い
を
し
て
当
初
の
目

的
で
あ
っ
た
地
域
の
拠
点

と
し
て
の
活
用
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
町
長　

指
定
管
理
者
を

含
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

旧でんぷん工場内のキ
ッチンの安定的活用を
� 斉藤�うめ子�議員

Q

キッチンとしての有
効活用を検討するA

Ｑ　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
家
に
籠
る
傾
向
が
多

い
。
小
規
模
で
も
安
心
し

て
気
楽
に
集
い
支
え
合
え

る
「
居
場
所
」
づ
く
り
が

各
地
区
に
必
要
と
思
う
。

多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
「
居
場

所
」
づ
く
り
は
行
政
に
よ

る
推
進
が
不
可
欠
と
思
う
。

Ａ
町
長　

現
在
町
内
に
は

役
場
庁
舎
３
階
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
や
１
階
ロ
ビ
ー
、

町
民
セ
ン
タ
ー
、
駅
前
倉

庫
群
旧
デ
ン
プ
ン
工
場
の

ホ
ー
ル
、
綺
羅
乃
湯
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
あ

そ
ぶ
っ
く
な
ど
各
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
交
流
の
居
場
所

と
し
て
利
用
可
能
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

町
長
が
考
え
る
「
居

場
所
」は
た
だ
の「
場
所
」

で
あ
り
「
居
場
所
」
の
認

識
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
安
全
で
健
康
的
で

安
心
し
て
一
日
中
過
ご
せ

る
場
所
で
、
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
し
て
専
門
家

に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。
一

人
で
立
ち
寄
っ
て
も
気
楽

に
参
加
者
と
交
流
で
き
る

雰
囲
気
で
お
茶
も
飲
め
る

し
、
行
く
だ
け
で
気
持
ち

よ
く
温
か
く
包
み
こ
ん
で

く
れ
る
よ
う
な
「
居
場

所
」
づ
く
り
に
は
行
政
側

が
検
討
し
て
用
意
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ
町
長　
「
居
場
所
」
に

つ
い
て
は
一
人
ひ
と
り
の

考
え
は
違
っ
て
お
り
、
誰

か
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
自
分
の
人

生
の
中
で
安
ら
ぎ
あ
る
場

所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。 （千葉県成田市）

高齢者に安全な居場
所を
� 斉藤�うめ子�議員

Q

町内にはさまざまな場所があ
るが、利便向上に配意したいA

ニセコ中央倉庫群旧でんぷん工場



16 15� ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行ニセコ町�議会だより　第200号��2025年2月発行

篠原 正男 議員

Ｑ　

ゴ
ミ
処
理
の
た
め
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

国
道
を
横
断
し
、
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
る
と
聞

き
、
担
当
課
と
も
情
報
共

有
で
き
た
。

　

町
の
ゴ
ミ
処
理
ル
ー
ル

を
懸
命
に
守
っ
て
き
た
も

も
の
、
冬
道
で
は
そ
の
危

険
度
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
独
居
老
人
等

の
ゴ
ミ
収
集
対
応
で
は
な

く
『
生
活
支
援
』
の
新
た

な
視
点
で
取
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

Ａ
町
長　

ご
質
問
の
件
は
、

先
般
、
担
当
課
に
ご
み
収

集
の
相
談
と
し
て
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
た
。
ご
高
齢

の
方
や
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
歩
行
困
難
な
ど
の
理

由
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
の
運
搬
が
極
め
て

難
し
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

方
を
対
象
に
見
守
り
の
役

割
を
兼
ね
て
、
ご
み
を
自

宅
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
の

方
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
内
容
や
具
体
化

に
つ
い
て
は
多
少
整
理
す

る
時
間
が
必
要
だ
が
、
早

期
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

待
っ
た
な
し
の
状
況

に
あ
る
。
素
早
く
取
り
組

む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
町
民
生
活
課
長　

福
祉

課
と
共
同
で
制
度
設
計
を

詰
め
て
お
り
、
高
齢
者
や

障
害
者
だ
け
で
な
く
、
一

時
的
に
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と

か
病
気
に
な
っ
た
と
か
、

そ
の
方
た
ち
も
含
め
て
何

と
か
支
援
、
手
助
け
が
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

制
度
設
計
を
し
て
い
る
。

整
理
で
き
次
第
、
支
援
に

当
た
り
た
い
。

生
活
支
援
の
視
点
で
の

ゴ
ミ
収
集
を

Q
早
期
に
対
応
を
検
討
す

る
A

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
ニ
セ
コ
駅
正
面

上
部
の
時
計
が
本
年
３
月

下
旬
か
ら
故
障
し
た
ま
ま

で
、
故
障
告
知
か
ら
８
カ

月
以
上
を
要
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
文
書
管
理
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で

は
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ

の
事
例
は
単
に
担
当
課
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
に
も
宮
田
小
学
校

の
浄
化
槽
工
事
や
町
道
工

事
等
の
例
等
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
行
政
全
体
で
問

題
意
識
の
共
有
や
取
組
が

必
要
だ
。
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

Ａ
町
長　

今
回
の
ニ
セ
コ

駅
の
時
計
に
つ
い
て
は
、

昭
和
63
年
に
駅
の
大
規
模

改
修
工
事
が
完
成
し
た
翌

年
の
平
成
元
年
８
月
に
、

親
時
計
１
台
、
壁
掛
け
時

計
４
台
、
電
子
チ
ャ
イ
ム

一
式
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
時
計
は
、
当
時
の
東
山

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
か
ら
ニ

セ
コ
町
観
光
協
会
へ
寄
附

さ
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
伴
う
関
係
文
書

は
、
ニ
セ
コ
町
に
お
い
て

平
成
12
年
か
ら
運
用
し
て

い
る
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
前
の
文
書
で

は
あ
る
が
、
ル
ー
ル
に
の

っ
と
り
導
入
前
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
基
準
証
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
、
30
年
保
存
と
し

て
適
切
に
文
書
管
理
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
寄
附
時
の
引

継
ぎ
書
類
に
は
修
繕
な
ど

の
実
施
に
必
要
な
図
面
な

ど
が
一
部
不
足
し
て
お
り
、

現
在
の
駅
舎
を
管
理
し
て

い
る
観
光
協
会
へ
の
確
認
、

ま
た
、
修
繕
に
か
か
る
費

用
面
か
ら
の
検
討
な
ど
に

時
間
を
要
し
た
。
こ
の
件

に
関
し
て
は
大
変
時
間
が

か
か
り
、
申
し
訳
な
く
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
文
書
管
理
に
つ

い
て
は
、
ニ
セ
コ
町
文
書

管
理
条
例
や
規
則
に
の
っ

と
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
通
じ
て
行
わ
れ

て
い
る
が
、
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
の
日
の
実
施
な
ど
、
適

正
に
職
場
内
が
管
理
で
き

る
よ
う
今
後
と
も
努
め
て

い
き
た
い
。

ＪＲニセコ駅時計の早期修
理と徹底した文章管理を
� 篠原�正男�議員

Q

今後も適正な管理に
努めるA
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任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、

指
名
推
選
に
よ
っ
て
左
記
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

岡
出　

孝
一

阿
部　

良
男

板
敷　

清
司

向
田　
　

薫

●
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

佐
藤　

由
華
里

田
中　

富
美
江

遠
藤　
　

隆

松
田　

勝
美

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
の
選
挙

10
月

24
日　

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ

ー
組
合
議
会
定
例
会

 

（
倶
知
安
町
／
小
松
議
員
）

11
月

３
日　

第
36
回
有
島
武
郎
青
少

年
公
募
絵
画
展
表
彰
式

 

（
議
長
）

受
賞
者
と
記
念
撮
影

道
内
の
青
少
年
向
け
の
絵
画
展
で
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

12
日　

北
海
道
横
断
自
動
車
道

に
係
る
中
央
要
望

 

（
東
京
都
／
議
長
）

13
日　

第
68
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

 

（
東
京
都
／
議
長
）

13-

15
日　

　
　
　

後
志
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

視
察
研
修

　
　

（
神
奈
川
県
寒
川
町
ほ
か

 

／
議
長
）

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

29
日　

後
志
広
域
連
合
議
会

　
　
　

定
例
会

 

（
倶
知
安
町
／
議
長
）

12
月

５
日　

第
８
回
定
例
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

幼
児
セ
ン
タ
ー
発
表
会

 

（
小
松
議
員
）

９
日　

全
員
協
議
会

13
日　

第
８
回
定
例
会

20
日　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合

　
　
　

議
会
定
例
会

 

（
倶
知
安
町
／
木
下
議
員
）

１
月

６
日　

ニ
セ
コ
町
新
年
交
礼
会

 

（
10
名
出
席
）

７
日　

ニ
セ
コ
町
消
防
出
初
式

 

（
９
名
出
席
）

９
日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議
会
正

副
議
長
会
定
期
総
会

 

（
札
幌
市
／
正
副
議
長
）

12
日　

ニ
セ
コ
町
二
十
歳
の
つ

ど
い 

（
正
副
議
長
）

16
日　

こ
ど
も
議
会 

（
議
長
）

小
・
中
学
生
11
人
の
議
員
が
質
問
し

ま
し
た

17
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　

会

議
会
日
誌

議
会
日
誌
（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）

第
８
回
定
例
会
で
は
発
議
１

件
を
議
決
し
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
意
見
書
１

件
を
関
係
大
臣
、
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
案

産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
た
発
議
第
２
号
は
、
可
決

す
べ
き
と
す
る
委
員
会
報
告
の
と

お
り
議
決
し
ま
し
た
。

提
出
者
／
ニ
セ
コ
町
議
会
議
員

　
　
　
　

木
下　

裕
三

採　

決
／
原
案
可
決

地
域
の
声
を
届
け
る

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

本
町
の
産
業
や
観
光
を
支
え
る
べ
く
道

路
等
の
整
備
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す

る
た
め
、
特
段
の
措
置
を
国
に
要
求
す

る
内
容
で
す

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
執
行
機

関
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
委
員
会

の
ひ
と
つ
で
、
４
人
の
委
員
を

も
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
は
同
数
の
補
充
員
と
と
も

に
議
会
が
選
挙
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
任
期
は
４
年
で
す
。

　
委
員
は
選
挙
運
動
を
す
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
、
守
秘
義
務
も

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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北
海
道
観
光
局
と
宿
泊
税

in
羊
蹄
山
麓
の
開
催

北
海
道
観
光
局
と
宿
泊
税
に

関
す
る
意
見
交
換
を
11
月
19
日
行

い
ま
し
た
。

北
海
道
の
宿
泊
税
に
関
し
て

は
、
ニ
セ
コ
町
と
整
合
せ
ず
不
都

合
な
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
ニ
セ
コ
町
と
し
て
は
そ
れ

ら
に
つ
い
て
再
三
に
わ
た
っ
て
北

海
道
観
光
局
の
担
当
を
含
め
責
任

者
に
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
な
か
な
か
聞
い
て
い
た
だ
け

な
い
状
況
な
の
で
、
引
き
続
き
要

請
・
懇
談
の
機
会
が
あ
れ
ば
私
ど

も
の
現
場
の
声
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニセコ町では 11月1日から
宿泊税の課税が開始されました

ニ
セ
コ
羊
蹄
広
域
倶
知
安
厚
生
病

院
が
オ
ー
プ
ン

令
和
４
年
４
月
に
着
工
し
た
倶

知
安
厚
生
病
院
第
２
期
整
備
事
業

は
令
和
６
年
８
月
末
に
新
病
棟
の

建
設
工
事
が
竣
工
し
、
順
次
旧
病

棟
か
ら
の
移
転
作
業
を
進
め
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
令
和
６
年
11
月

５
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

て
、
病
院
の
名
称
が
「
Ｊ
Ａ
北
海
道

厚
生
連　

ニ
セ
コ
羊
蹄
広
域　

倶

知
安
厚
生
病
院
」
に
変
更
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
引
き
続
き
旧
棟
の

解
体
工
事
や
外
構
工
事
が
進
め
ら

れ
、
令
和
８
年
８
月
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
定
例
会
で

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
社
会
情

勢
の
変
化
に
伴
う
負
担
金
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
厚
生
病
院

第
２
期
整
備
推
進
協
議
会
に
お
い

て
事
業
完
了
年
と
な
る
令
和
８
年

度
の
予
算
確
保
に
向
け
、
令
和
７

年
秋
頃
に
決
定
す
る
方
針
と
し
て

負
担
金
の
精
査
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
自
治
体
の
負
担
軽
減
に
係
る

情
報
の
収
集
や
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

安
心
、
健
康
増
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
後
志
地
域
の
救
急
医
療
・
周

産
期
医
療
・
在
宅
医
療
な
ど
の
拠

点
で
あ
る
倶
知
安
厚
生
病
院
の
整

備
を
確
実
に
進
め
る
た
め
、
引
き

続
き
協
議
会
に
よ
る
合
意
形
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

羊
蹄
山
麓
町
村
長
勉
強
会
の
開
催

11
月
21
日
、
東
京
で
の
要
請

活
動
終
了
後
、
羊
蹄
山
麓
の
首
長

全
員
が
集
ま
り
工
事
な
ど
の
発
注

制
度
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
が
予
定
価
格
を
決
め
入

札
を
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
仕
様

発
注
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
発
注
方
式
を
行
っ
て
い

る
の
は
世
界
の
中
で
日
本
だ
け
と

い
う
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

価
格
が
低
い
事
を
良
し
と
す
る
社

会
か
ら
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
も
含
め
性
能
発
注
社
会
と
い
う

世
界
が
動
い
て
い
る
方
向
に
転
換

を
し
て
い
か
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
過
当
競
争
の
中
で
地
域
経
済
が

疲
弊
し
、
日
本
経
済
が
低
迷
し
続

け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
性
能
発
注
制
度
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
先
進
事
例
を

含
め
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

分離
設計・施工

設計・施工

一括 基本計画 → 基本設計 → 実施設計 → 工 事

性能発注

基本計画 → 基本設計 → 実施設計 → 工 事

仕様発注

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
官
民
連
携
推
進
会
議
の
設

立
の
賛
同
を
得
て
、
現
在
設
立
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
は
今
ま
で

観
光
ビ
ザ
が
30
日
で
し
た
が
、
新

た
な
ビ
ザ
が
創
設
さ
れ
、
現
在
６

か
月
ま
で
滞
在
で
き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
一
台
で
生
活
で
き
る
方
が
、

観
光
と
併
せ
て
ワ
ー
キ
ン
グ
す
る

と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
も
の

で
す
。

ニ
セ
コ
町
あ
る
い
は
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
に
と
っ
て
、
長
期
滞
在
を

進
め
る
上
で
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
ビ
ザ
の
６
か
月
延
長
と
い
う
の

は
大
変
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
、
官
民
連
携
推
進
会
議
と
し
て

は
国
に
対
し
て
滞
在
期
間
を
１
年
、

２
年
に
延
長
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
請
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

第
８
回
定
例
会　

行
政
報
告　

�

（
一
部
抜
粋
）

【
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
】

　
新
し
い
技
術
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
特

定
の
場
所
や
国
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
好
き
な

場
所
を
渡
り
歩
き
、
気
に
入

っ
た
場
所
に
は
長
期
滞
在
し

な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
人
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
自
由
な

働
き
方
が
求
め
ら
れ
る
現
代

に
お
い
て
、
世
界
中
で
働
く

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
は
ま
す
ま

す
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
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調
査
事
項

　
農
林
畜
産
業
、
農
地
整
備
、
道

路
、
橋
梁
、
公
営
住
宅
、
上
下
水

道
、
商
工
観
光
、
そ
の
他
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
。

　
調
査
方
法
は
担
当
課
か
ら
の
業

務
内
容
の
説
明
・
近
況
報
告
の
の

ち
、
質
疑
応
答
を
行
う
。
ま
た
各

所
管
の
現
地
調
査
も
実
施
。

調
査
結
果
・
善
処
要
望

商
工
観
光
課
関
係

　
宿
泊
税
の
活
用
施
策
に
つ
い
て
、

地
域
内
交
通
（
周
遊
バ
ス
、
に
こ

っ
と
バ
ス
）
の
充
実
な
ど
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能

な
観
光
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

都
市
建
設
課
関
係

①
中
学
校
通
は
新
公
営
住
宅
・
ニ

セ
コ
高
校
新
寮
及
び
ニ
セ
コ
ミ
ラ

イ
街
区
事
業
な
ど
に
よ
り
、
車
の

交
通
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
通
学
路
及
び
生

活
道
路
と
し
て
安
全
・
安
心
な
歩

道
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
十
分
検
討

す
る
こ
と
。

②
良
好
な
景
観
と
環
境
形
成
の
た

め
、
開
発
・
建
築
計
画
に
向
け
た

「
ニ
セ
コ
町
建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
今
後
建
築
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
適
正
に
運
用
す
る
た

め
、
専
門
職
員
等
の
人
員
確
保
に

努
め
る
こ
と
。

上
下
水
道
課
関
係

①
上
下
水
道
事
業
会
計
が
民
間
企

業
と
同
様
の
公
営
企
業
会
計
と
な

っ
た
。
経
営
・
資
産
等
の
状
況
を

正
確
に
把
握
し
、
経
営
の
効
率
化

に
努
め
る
こ
と
。

②
本
町
の
上
下
水
道
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
に

お
け
る
水
の
確
保
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
多
額
の
予
算
が
必

要
と
な
る
が
、
財
政
負
担
を
平
準

化
す
る
こ
と
。

農
政
課
関
係

①
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
業
被
害

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
狩
猟
者
へ

の
鳥
獣
の
捕
獲
要
請
が
大
変
多
く

な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
や
自
然

環
境
、
農
林
業
な
ど
を
守
る
た
め

報
酬
等
の
検
証
を
行
う
な
ど
、
継

続
し
た
狩
猟
活
動
が
出
来
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

②
雪
森
考
舎
の
第
３
期
事
業
計
画

（
令
和
６
年
度
）
に
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
の
人
員
が
現
在
不
足
し

て
い
る
状
況
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

森
林
の
管
理
・
循
環
利
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
雪
森
考
舎
と
の
連

携
を
図
り
、
人
員
体
制
の
構
築
に

努
め
る
こ
と
。

国
営
農
地
再
編
推
進
室
関
係

①
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

が
令
和
９
年
度
に
完
了
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
事
業
費
が
増
額

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
へ

の
支
払
い
（
事
業
費
の
負
担
金
）

に
必
要
な
財
源
（
過
疎
債
）
を
確

保
す
る
こ
と
。

ま
ち
の
仕
事
の
詳
細
を
調
査
し
ま
し
た

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
所
管
事
務
調
査
報
告
】

町
内
の
水
道
施
設
を
見
学
（
宮
田
地
区
濾
過
槽
）

所管事務調査ってなに？
ニセコ町議会では２つの常任委員

会（総務、産業建設）を設置して

います。所管事務調査は各常任委

員会が自主的にテーマを設定し、

それぞれに役場の仕事などについ

て調査を行うものです。

調
査
期
日

　
９
月
25
・
26
・
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　（
３
日
間
）

出
席
委
員

　
木
下
裕
三
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子
副
委
員
長

　
髙
瀨
浩
樹
委
員

　
前
原
孝
植
委
員

　
青
羽
雄
士
委
員
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※
質
疑
か
ら
一
部
抜
粋

宿泊税導入・物宿泊税導入・物
価高騰対策など価高騰対策など
（商工観光課）（商工観光課）

Ｑ　

今
年
11
月
か
ら
宿
泊
税
が
導

入
さ
れ
る
が
、
宿
泊
業
を
営
む
に

あ
た
っ
て
無
認
可
の
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
く
。
町
は
そ
れ
を
認
識
し

て
い
る
か
。

Ａ
　
宿
泊
業
に
関
す
る
届
出
の
許

可
や
指
導
監
督
は
北
海
道
が
行
っ

て
い
る
の
で
、
町
は
指
導
や
指
摘

は
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
い
う
事

例
が
あ
れ
ば
、
北
海
道
か
ら
指
導

が
入
る
と
思
う
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
の
価
格
は
高
い
と
の

声
が
あ
る
が
、
町
民
と
観
光
客
に

対
す
る
価
格
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
物
価
高
騰
対
策
に
向
け
て
の

住
民
割
な
ど
の
対
策
は
必
要
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
る
か
は
未
定
。
今
後
そ
の
手

法
や
仕
組
み
づ
く
り
を
行
政
側
で

し
っ
か
り
た
て
て
い
き
た
い
。

テイクアウトしたベジピクメニューを絶景スポットで

いただく期間限定のテラス（有島記念館）

Ｑ　

将
来
新
し
い
道
の
駅
が
で
き
、

ひ
と
つ
の
建
物
に
集
約
す
る
な
ら
、

直
売
会
・
観
光
協
会
の
物
販
の
レ

ジ
を
一
本
化
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
基
本
計

画
ま
で
進
め
た
が
、
財
源
の
確
保

や
高
速
道
路
整
備
と
の
連
携
を
踏

ま
え
た
再
検
討
が
必
要
に
な
る
か

と
思
う
。

レ
ジ
の
一
本
化
は
参
加
事
業
者
の

連
携
強
化
、
運
営
自
体
の
一
本
化

に
伴
い
可
能
に
な
る
か
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
説
明

等
の
共
有
化
に
関
し
て
は
ま
だ
検

討
が
必
要
だ
と
思
う
。

Ｑ　

冬
季
間
、
山
側
の
道
か
ら
倶

知
安
へ
行
く
の
に
い
つ
も
よ
り
倍

か
ら
倍
以
上
の
時
間
が
か
か
る
。

比
羅
夫
の
交
差
点
で
30
分
待
つ
こ

と
も
あ
っ
た
。
交
通
渋
滞
情
報
は

だ
せ
な
い
か
。

Ａ
　
ニ
セ
コ
観
光
圏
で
も
冬
季
間

の
比
羅
夫
周
辺
交
通
渋
滞
は
議
論

に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
行
っ
た

従
業
員
を
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
で
輸

送
す
る
実
証
実
験
を
今
年
度
も
拡

大
し
て
行
う
予
定
だ
。
渋
滞
の
解

消
に
な
る
ま
で
に
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
渋
滞

情
報
の
提
供
な
ど
今
後
も
対
策
検

討
は
必
要
と
考
え
る
。

環境に配慮しいろいろなことにチャレンジしている

「クマゲラ製作」さんにお話を伺いました

開発の中断・ミ開発の中断・ミ
スマッチ事業にスマッチ事業に
ついてついて
（都市建設課）（都市建設課）

Ｑ　

開
発
事
業
で
中
断
し
て
い
る

も
の
は
把
握
し
て
い
る
か
。
条
例

や
法
律
に
基
づ
き
届
け
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
す
べ
て
を
把
握
は
で
き
て
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
段
階

で
中
断
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
も
、

把
握
状
況
は
異
な
る
。
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
あ
と
で
中
断
す
る
と

き
は
中
止
届
を
提
出
し
て
も
ら
う
。

景
観
条
例
の
同
意
後
に
変
更
・
中

止
を
し
た
場
合
も
、
変
更
届
・
中

止
届
で
把
握
で
き
る
。

中
断
中
の
物
件
も
い
く
つ
か
あ
る

が
、
年
１
回
後
志
総
合
振
興
局
と

一
緒
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
確

認
等
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
の
団
地
の
住
替
え
に

つ
い
て
、
単
身
の
高
齢
者
を
把
握

し
て
い
る
か
。

Ａ
　
町
で
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
事
業
と

し
て
、
高
層
階
あ
る
い
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

な
ど
、
単
身
で
広
い
部
屋
に
住
ん

で
い
る
高
齢
者
の
方
を
低
層
階
、
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
以
下
の
住
宅
に
移
転
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
移
転
対
象

住
宅
が
あ
り
、
さ
ら
に
対
象
者
が

い
た
場
合
に
移
転
を
行
っ
て
い
る
。

　
移
転
補
償
費
と
し
て
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
で
15
万
５
千
円
を

計
上
し
て
い
る
。

建設中の新団地も単身高齢者の住替え用

に検討している

Ｑ　

原
材
料
費
の
高
騰
対
策
と
し

て
、
民
間
で
は
原
材
料
の
購
入
と

施
工
を
分
離
し
て
発
注
し
て
い
る

が
、
町
で
も
可
能
か
。

Ａ
　
直
営
で
施
工
し
て
い
た
時
に

は
原
材
料
を
購
入
し
た
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

工
事
の
積
算
基
準
に
お
い
て
原
材

料
と
施
工
費
と
合
算
す
る
方
式
と

な
っ
て
い
る
。
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水道管の老朽化水道管の老朽化
と更新と更新
（上下水道課）（上下水道課）

Ｑ　

水
道
管
の
老
朽
化
率
は
算
出

し
て
い
る
か
。

Ａ
　
本
町
の
水
道
管
の
多
く
は
塩

ビ
管
で
耐
用
年
数
は
約
40
年
。
各

地
区
で
整
備
年
次
が
異
な
り
、
更

新
率
を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
近
年
の
更
新
は
耐
震
性
の
あ

る
鋳
鉄
管
や
ハ
イ
ポ
リ
管
を
採
用

し
て
い
る
。

宮田地区（小花井）の水源地を視察

酪農ヘルパー不酪農ヘルパー不
足・新規就農に足・新規就農に
ついてついて
（農政課）（農政課）

Ｑ　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
実
績

が
低
い
理
由
は
。
解
決
へ
の
方
策

は
な
い
の
か
。

Ａ
　
昨
年
度
と
比
べ
る
と
ニ
セ
コ

町
は
利
用
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
回
数
が
少
な
い
の
は
ヘ
ル
パ

ー
自
体
が
少
な
い
た
め
。
羊
蹄
山

麓
管
内
で
回
し
て
い
る
の
で
、
ど

う
し
て
も
人
が
回
ら
ず
回
数
が
少

な
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
酪
農
家
を
１
人
つ
く
る
よ
う
な

感
じ
で
７
～
９
月
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
募
集
を
か
け
た
が
、
残

念
な
が
ら
希
望
者
は
な
か
っ
た
。

協
力
隊
の
３
年
間
で
は
牛
の
育
成

ま
で
は
無
理
な
の
で
、
ヘ
ル
パ
ー

で
募
集
で
き
な
い
か
検
討
中
。

Ｑ　

新
規
就
農
者
は
外
部
か
ら
来

ら
れ
全
く
初
め
て
農
業
を
さ
れ
る

方
々
を
指
す
の
か
。

Ａ
　
農
業
経
験
が
な
く
新
た
に
入

っ
て
来
ら
れ
る
方
と
、
農
家
の
子

弟
が
継
ぐ
場
合
を
新
規
就
農
者
と

し
て
対
応
し
て
い
る
。
年
齢
層
は

様
々
だ
が
、
身
体
的
に
は
か
な
り

キ
ツ
イ
の
で
ど
れ
だ
け
の
覚
悟
が

あ
る
の
か
と
い
う
部
分
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

町有林切出し現場を視察

Ｑ　

農
家
と
組
み
た
い
企
業
が
あ

る
場
合
（
福
利
厚
生
等
で
活
用
）、

紹
介
等
に
関
し
て
役
場
は
率
先
し

て
動
い
て
く
れ
る
か
。

Ａ
　
そ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
の
は
聞
い
て
い
る
が
、
役
場
サ

イ
ド
と
し
て
は
職
員
が
選
ぶ
の
は

控
え
た
い
。

事業費の償還事業費の償還
シミュレーションシミュレーション
（国営農地（国営農地
再編推進室）再編推進室）

Ｑ　

開
始
当
初
よ
り
総
事
業
費
が

増
え
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
償
還

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
見
直
し
て

い
る
の
か
。
有
利
な
過
疎
債
も
確

実
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

借
り
ら
れ
な
い
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
た
て
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
　
人
件
費
・
物
価
の
上
昇
、
工

法
変
更
等
は
事
業
費
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
に
よ
り

礫
や
湧
き
水
が
多
い
の
も
予
想
外

の
出
費
が
出
て
い
る
。

　
右
記
に
伴
う
増
額
に
関
し
て
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
増
額
に
な
れ

ば
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
事
業
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

に
聞
く
と
、
過
疎
債
を
１
０
０
％
借

り
ら
れ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
よ

う
な
の
で
、
町
全
体
の
財
政
バ
ラ

ン
ス
を
み
な
が
ら
基
金
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

国
営
事
業
工
事
前
の
水
田

圃
場
の
区
画
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
作
業
が
し
や
す
く
な
る
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
前
原
　
孝
植

委
　
　
員
　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員
　
木
下
　
裕
三

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

　
「
12
月
の
貯
筋
教
室
」
ニ
セ
コ
町

は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
介
護

が
必
要
に
な
ら
な
い
た
め
の
す
こ

や
か
健
康
教
室
や
貯
筋
教
室
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
参
加
は
朝
か
ら
の
雪

も
あ
っ
て
20
人
ほ
ど
。
到
着
す
る

と
そ
れ
ぞ
れ
が
慣
れ
た
手
つ
き
で

自
分
で
血
圧
を
測
定
し
、
個
人
ご

と
の
カ
ル
テ
（
の
よ
う
な
も
の
）
に

書
き
込
み
ま
す
。
映
し
出
さ
れ
た

動
画
に
併
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
で
ウ

ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
そ
の
後
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
多
く
の
筋
ト

レ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
元
気
な
」
女
性
が

ほ
と
ん
ど
。
求
む
！
男
性
参
加
者
。

　

２
０
２
５
年
の
年
明
け
は
昨

年
に
比
べ
る
と
「
穏
や
か
だ
っ

た
」
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
戦
乱
は
止
ま
ず
、

「
戦
後
80
年
」「
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」
な
ど
が
ト

ピ
ッ
ク
と
な
り
、
内
外
の
政
治

や
経
済
の
波
乱
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
で
お
気
づ

き
の
よ
う
に
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
は
１
９
７
３
年
の
第
１
号

以
来
２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
と
も
議
会
の
審
議
内
容
が

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る

よ
う
編
集
・
発
行
し
て
参
り
ま

す
。

　

ご
要
望
な
ど
ぜ
ひ
お
寄
せ
下

さ
い
。�

　
（
高
木
直
良
）

令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）２
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
■ 

編
集・発
行　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

■ 

印
刷　
㈱
総
北
海

第
２
０
０
号

　キッズダンスグループFLASH（フラッシュ）は、主
にニセコ町の小・中学生を中心としたダンスグループで、
地域おこし協力隊出身のダンスインストラクター１名と
地元高校生のアシスタント１名を含めた約40人で活動し
ています。
　FLASHの活動が始まってから約２年半が経ち、ニセ
コ町のさまざまな地域のイベント・お祭り等でダンスパ
フォーマンスを披露する機会をいただくようになりまし
た。ダンスを通じて地域の子どもたちが心身ともに健
やかに育つことをサポートしながら、さまざまな音楽や
文化、世界に触れ、メンバーそれぞれが自分の人生を
豊かにしていけるようなきっかけづくりをしていければ
と思っています。
　これからもダンスを通じて地域を盛り上げていけれ
ばと思いますので、ぜひ応援宜しくお願いいたします！

町民活動紹介 No.19

キッズダンスグループFLASH

表紙紹介

編集後記

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
55
番
地

０
１
３
６-

４
４-

２
１
２
１

上から入門クラス・初級クラス・中級クラス

▲

まずラジオ体操で
体をほぐしましょう！

▲昨年のクリスマス発表会
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